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     Ａ校の６月の授業では、考えたことや書いたものを全体で共有させる場の設定が少なかったた

め、グループ活動の後、個人の考えが深まっていない生徒がいるという実態が認められました（サ、

タ）。そこで、11 月の検証授業では自分と他者を比較させることで新たな考えを発見させたり、

自分の考えを深めさせたりする手立てを取り入れ、授業の質的改善を図りました（Ａ⑦⑧、Ｂ⑦）。 

     新聞投書に対する返書を書くという言語活動において、グループで返書を推敲し合う場面では、

始めは誤字、脱字の指摘が多かったものの、「語彙力アップシート」や「自分の考えを表す語彙一

覧表」等を用いることで、自分の考えを表す語の書き換えのアドバイスをし合うようになってい

きました。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

資料１ 語彙一覧の一部 

 

    

                         

                               

                                                                                              

                                                 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（5)  実践の考察 

 

 ア Ａ校（１年生） 

資料３ 完成原稿 資料２ 推敲前の原稿 
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実践の考察-2 

資料４ 生徒作品 

表１ 生徒作品一覧 

生徒Ａの場合、グループでの推敲の場面で、友達から「私も自分が楽になりたかったのだと思

います」という記述を、「これをあくまでも私の考えなので」という語彙一覧（資料１）にある表

現を用いるようにアドバイスを受け（資料２）、原稿を書き直しました（資料３）。 

     このように、グループでの話合いの中で自分の考えに他者の考えを取り入れることができた生

徒が、学級の大半を占めており、対話的な学びによって、本時の目標「自分の考えを表す語句を

吟味して返書を書き換える」ことが達成されたと考えられます。    

 

 

 

     Ｂ校の 10 月の授業では、生徒が書いた作品を見直させる時間を十分確保できなかったため、

作品をよりよいものにすることができなかったという実態が認められました（コ、サ）。そこで、

11月の検証授業では、キャッチコピーを作る際に、書いた作品をグループで見せ合い、良いキャ

ッチコピーの条件を満たしているかどうかを考えさせる時間を設定しました（Ｂ⑦）。 

     優れたキャッチコピーの条件として、(1)短いことば、(2)意外性、(3)感情に訴える、(4)たく

さんの意味を推論できる、(5)表現技法を用いている、の５点を示し、５項目のうち３項目を満た

すことを目標にさせました。生徒はそれを基にグループで作品を推敲し合いました。自分でキャ

ッチコピーを考える段階では、条件を踏まえることができずに、キャッチコピーとしての形をな

していないものが多く見られましたが、グループで話合いをするうちに、互いの作品を条件に照

らし合わせながら、アドバイスをし合うことができるようになりました。そして、そのアドバイ

スを基にキャッチコピーを完成させました。 

                                                    

これらの作品を分析したところ（表

１）、(1)短いことばの条件については、

㉗の１作品以外は全員が満たしていま

した（⑱は２つの組合せと捉えました）。

(2)意外性については 11名、(3)感情に

訴えるについては 19 名、(4)たくさん

の意味が推論できるは５名、(5)表現技

法については 31 名全員が条件を満た

していました。その結果、５つの項目

のうち目標の３つに届かなかった生徒

は６名でした。75％の生徒が「印象的

な一言を使ってキャッチコピーを作る

ことができる」という本時の目標を達

成しており、本検証授業の手立てが有

効であったと言えます。 

 

 

 

 

 

 

イ Ｂ校（２年生） 

(1) (2) (3) (4) (5)

① 奇跡の一作 〇 〇

② ざわざわと動いている絵 〇 〇 〇 〇

③ 見てよかったと思える奇跡の一作 〇 〇 〇

④ 極められた奇跡の一作 〇 〇 〇

⑤ 動き出しそうな絵画・劇的な絵画 〇 〇 〇 〇

⑥ あらゆる技法を駆使した素晴らしい絵画 〇 〇 〇

⑦ この絵のランクはＳランク 〇 〇 〇 〇 〇

⑧ キリストの言葉にざわめく晩餐 〇 〇 〇

⑨ 間近で感じろ。奇跡の一作のすごさを 〇 〇 〇 〇

⑩ 見るだけで感動する絵画 〇 〇 〇

⑪ 見ておどろきどんどん見たくなる絵画 〇 〇 〇

⑫ 天才の集大成 〇 〇 〇 〇

⑬ 一人一人の表情を細かく描いた印象的な絵画 〇 〇 〇

⑭ みんないそがしそうにしている絵 〇 〇

⑮ 色が落ちてもなお生きる 〇 〇 〇 〇 〇

⑯ 今にも動き出しそうなダ・ヴィンチの一作 〇 〇 〇

⑰ 驚きの弟子たち　ただ一人の裏切り者 〇 〇 〇 〇

⑱ 不気味な心理ドラマ　レオナルド・ダ・ヴィンチ奇跡の一枚 〇 〇 〇 〇

⑲ 今にも動き出しそうな写真のような自然な一作 〇 〇 〇

⑳ 感情が溢れ出る 〇 〇 〇

㉑ きれいな絵画 〇 〇

㉒ 表情、身振りから伝わるざわめいた雰囲気 〇 〇 〇

㉓ いろんな表情が見れる絵画 〇 〇

㉔ 人の心が読み取れる絵画 〇 〇

㉕ 表情や手が語る絵画 〇 〇 〇 〇

㉖ 波紋のような絵画 〇 〇 〇

㉗ 人物の感情まで伝わってくる細部の書き込みがすごい絵画 〇 〇

㉘ 表情や身振りから想像される心理 〇 〇

㉙ 表情や身振りで表現した心理ドラマ 〇 〇

㉚ 残っていることが奇跡の一作 〇 〇 〇

㉛ 絵画の科学を駆使したかっこいい絵画 〇 〇 〇

番号 作品
条件
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資料４ 生徒作品 

 

 

 

     Ｃ校の 10 月の実践では、複数の文章を読み比べさせる際に、それぞれの文章をじっくりと読

む時間を設定していなかったために、生徒が筆者の違いを読み取ることができなかったという課

題を見いしました（カ、ケ、サ）。そこで、これを解決するために、知的構成型ジグソー法を取り

入れ、分担した文章を各自がじっくりと読んだ上で、それぞれをグループ内で共有するという手

立てを取りました（Ｂ⑤⑦⑧、Ｃ⑥）。 

資料４と次頁資料５は、第５時に、友達が書いた作品にグループの構成メンバーがコメントを

書いた付箋を貼ったものです。これを見ると、友達の作品に、４つの文章（Ａ、Ｂ、ア、イ）の

筆者のどの考えが反映されているかを、読み取れていることが分かります。自分が担当しなかっ

た文章についても、その内容を理解していることから、この授業で取り入れた手立ては有効であ

ったと考えられます。 

     生徒が書いたコメントを分析したところ、記号のみを記入している生徒、つまり筆者の主張を

読み取るにとどまった生徒が４名いましたが、それ以外の 28名は、筆者の考えに対する自分なり

の解釈を書くことができており、「現代における文化や価値観の受け止め方について、２つの文章

から主張を読み取って整理し、自分の考えを持つことができる」という単元の目標は達成された

と考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ Ｃ校（３年生） 
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資料５ 生徒作品 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

      


